


































































 

 

自民クラブ 行政視察研修報告書 

                            朝日町議会議員 寺西 泉 

1 行政視察の日程及び視察内容 令和 2年 11 月 11 日(水)～13 日(金) 

(1)11 月 11 日 午後 山形県西村山郡朝日町役場 

            議会におけるタブレット端末の利用状況について 

 (2)11 月 11 日 午後 有限会社朝日町ワイン 

           ぶどうの 6次化産業について 

(3)11 月 12 日 午後 JA 全農にいがた 新潟米広域集出荷施設 

           施設の概要等について 

(4)11 月 13 日 午前 燕三条地場産センター 

           施設の概要等について 

(5)11 月 13 日 午前 みなみ親水公園 

           施設の概要等について 

(6)11 月 13 日 午後 寺泊水産市場  

           施設の概要等について 

  

2 所感 

(1) 山形県西村山郡朝日町役場 

  山形県朝日町では、平成 27年 12 月に議会活性化特別委員会が発足し、ペーパーレ

ス化について検討を始めた。執行部側においてもペーパーレス化についての議論が行

われており、平成 30 年 3 月に議会活性化特別委員会が最終報告を行い、タブレット

端末の導入が決定した。平成 30 年 7 月に業者と契約し、8 月上旬にタブレット配布、

9 月定例会より議会にて使用した。議員対象の研修会を導入前に 1 回、導入後に 1 回

行った。最初の 9月議会では、情報担当職員 2名が議場内に待機し、必要に応じて支

援を行った。この時は、紙ベース資料も配布した。朝日町においては、本会議場にタ



 

 

プレットを持ち込んでおり、各種資料や議案等はタブレットに掲載している資料を用

いて説明を行っている。但し予算書、決算書関係書類、一般質問通告は紙ベースでも

配布している。 

 

具体的な利用方法は、以下の通りである。 

① 本会議、全員協議会、常任委員会、特別委員会等の議案、資料等の配布 

② 各会議、委員会、研修会等の通知、案内 

③ 役場の対策会議の資料等随時配布(コロナ、災害等) 

④ 日程表、関係条例、規則等の掲載 

 

ペーパーレス化により、年 80 万円程度の経費(用紙代、郵送料等)が削減された。

さらに担当者の作業(印刷、製本、送付等)も大幅に削減された。 

当町においても、タブレット端末導入について議論をしているところであり、今回

の視察はとても有意義なものであった。行政のデジタル化が進む中、議会においても

積極的に活用すべきであると考える。 

 

(2) 有限会社朝日町ワイン 

  有限会社朝日町ワインは、昭和 19 年 9 月に創業し、現在に至っている。朝日町は

寒暖の差の大きい内陸性気候の地であり、最上川の両岸に広がる河岸段丘はブドウ・

リンゴ等の栽培適地となっている。原料となるブドウの大半は、町内の契約栽培農家

の集まりである「朝日町ぶどう生産組合」から供給されており、この町内産ブドウを

主体に山形県産ブドウのみで醸造している。ここで、生産される高品質ワインは、全

国でも高い評価を受けており、日本ワインコンクールでは、2013・2014 年の 2年連続

金賞をはじめ、数多くの入賞がある。2016 年の「G7 伊勢志摩サミット」のワーキン

グランチで朝日町産の赤ワインが採用された。 



 

 

 また、敷地内には、醸造や樽熟成などの生産施設のほか、ビン詰め設備や試飲可能

な展示・販売スペースなどがある「ワイン城」があり、観光施設となっている。 

 大変うらやましい施設ではあるが、一朝一夕にできる施設ではなく、70 年以上の

年月をかけ、現在に至っている。職員が「施設を見学した議員さんたちが、当町でも

やってみたいと言われることがあるが、私はやめたほうが良いですよと告げている」 

と言っていたことが印象的であった。ただ、6次産業化については、大切なことであ

り、今後も研修を深めたいと考える。 

 

(3) JA 全農にいがた 新潟米広域集出荷施設 

  新潟県は、令和元年度実績で水稲作付面積が 119,200ha で全国一位、水稲収穫量

646,100 トンで全国一位、需要実績 544,181 トンで全国二位である。JA全農にいがた 

新潟米広域集出荷施設は、農産物検査場を備えた収容力 2 万トンの低温倉庫(米低温

保管倉庫×10室)を擁する巨大施設である。将来的に米の輸出が拡大した場合は、新

潟東港からの輸出拠点としての活用を予定している。 

私は、富山県とはまったく規模が違いすぎであり、驚きの連続であった。農業を取

り巻く環境が厳しさをます中、朝日町の農業施策をどのようにしていけばよいかにつ

いて今後も研修を深める必要性を感じさせられた。 

 

(4)  燕三条地場産センター  

   三条市は新潟県のほぼ中央部に位置しており、隣接する燕市と共に江戸時代から現在

まで金属加工の街として発展してきた。そのため両市の名前を合わせて「燕三条」とし

て全国的に広く知られている。地場産センター内には、職人の伝統が造り上げた品々を

８００㎡のスペースに約１０,０００点にも及ぶ洋食器・刃物・キッチン用品・鍋・工

具などを展示・販売している他、スプーン磨き・包丁研ぎ体験の開催や、ネット販売で

購入できるシステム運営もしておりお気に入りの商品が見つかるようになっている。 



 

 

   江戸時代からの「燕の洋食器」「三条の刃物」のものづくりのまちが、地域経済の活性

化や産業と観光の拠点となっている。 

    

(5) みなみ親水公園 

   みなみ親水公園は燕市吉田地区にあり、広い芝生広場には幼児から遊べる遊具や管

理棟があり、中には広い休憩室もある。遊具に関しては、幼児ゾーン・大きい子ども

たちゾーンにそれぞれ充実した遊具が整備されているのが特徴と言える。さらに、お

むつ交換台が男女それぞれのトイレに完備されており、夫婦での子育てに配慮されて

いる。 

   私は、泊駅南公園整備検討委員会の委員であり、今後の委員会において他の施設の

良いところを積極的に提案することにより、泊駅南公園がより良いものとなるように

努力したいと考える。  

 

(6) 寺泊水産市場 

     関越自動車道の開通による観光客の増加を見越して、鮮魚センター前の駐車場及

び駐車場周辺の道路整備を実施した。昭和５５年当時わずか１２００㎡程度であっ

た鮮魚センターの敷地面積も平成７年には３.５倍の４２５０㎡に拡張された。この

ことにより市街地にあった旧来の商店街は次第に活力を失い、町の中心は、国道４０

２号線沿いに移行し、現在の通称「魚のアメ横」と呼ばれる海産物市場か軒を連ねた。

鮮魚店や土産物店など１１店舗が並び、新鮮な日本海の幸と旬の味がズラリと並ぶ

魚市場通りで、生鮮食品はもちろん冷凍や加工品も含め活きの良さと安さに定評が

あり、関東地方からの観光客は県外客の６０％を占めるなど、関東地方に直結した交

通網の発達が寺泊町の観光に大きく影響を与える結果となった。しかし、鮮魚センタ

ーをはじめとした観光施設では、最盛期の平成２年度の３０７万人をピークに減少

傾向にあり、今後、鮮魚センターを中心とした寺泊町が、観光地としてより発展する



 

 

には、長岡市や寺泊観光協会と連携し１０年後・２０年後地域の活性化につながる施

策が重要と思われる。 

    朝日町においても、あさひ舟川「春の四重奏」「ヒスイ海岸」二大観光地をはじめ

とする観光客数の増大をもたらすためには、どんな施策が必要であるかについて本

格的に検討する時期になっていると考える。 

 












